
①
高

齢
者

人
口

の
増

加
（

そ
の

支
え

手
と

な
る

生
産

年
齢

人
口

は
逆

に
減

少
）

・
高

齢
者

人
口

の
ピ

ー
ク

は
全

国
的

に
R
2
2
年

度
頃

（
今

後
2
0
年

間
）

ま
で

継
続

・
市

税
や

交
付

税
等

の
収

入
の

増
加

が
期

待
で

き
な

い
中

，
社

会
福

祉
関

連
経

費
は

今
後

も
増

加

②
老

朽
化

し
た

公
共

施
設

の
更

新
需

要
の

集
中

・
本

市
の

公
共

施
設

や
都

市
イ

ン
フ

ラ
は

，
昭

和
4
0
 年

代
か

ら
5
0
 年

代
に

か
け

て
集

中
的

に
整

備
。

今
後

，
大

規
模

改
修

や
建

替
え

時
期

が
集

中

③
政

策
推

進
に

ま
わ

せ
る

財
源

の
ひ

っ
迫

・
公

債
費

の
ピ

ー
ク

R
1
1
年

度
，

満
期

一
括

償
還

に
伴

う
取

崩
し

の
ピ

ー
ク

R
8
年

度

中
長

期
展

望
に

立
っ

た
行

財
政

改
革

の
重

点
項
目

資
料
４

中
長
期
展
望

当
面

，
コ

ロ
ナ

対
応

を
し

っ
か

り
と

進
め

な
が

ら
，

同
時

に
，

次
の

改
革

項
目

に
重

点
的

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

る
。

※
現

時
点

の
試

算

①
収

入
を

上
回

る
歳

出
水

準
・

国
や

他
都

市
を

上
回

る
歳

出
水

準
を

将
来

の
借

金
返

済
の

た
め

の
積

立
金

の
取

崩
し

な
ど

，
負

担
の

先
送

り
に

よ
っ

て
維

持
し

て
き

た
が

こ
う

し
た

対
応

は
も

は
や

限
界

②
都

市
の

魅
力

・
都

市
格

の
向

上
が

市
民

の
豊

か
さ

や
税

収
増

加
に

十
分

結
び

つ
い

て
い

な
い

・
生

産
年

齢
人

口
の

割
合

が
滋

賀
・

京
都

南
部

へ
の

転
出

超
過

等
に

よ
り

，
他

の
政

令
市

と
比

べ
て

も
少

な
い

③
当

面
，

コ
ロ

ナ
へ

の
的

確
な

対
応

が
必

要
・

経
済

活
動

の
制

約
等

に
よ

る
企

業
の

業
績

悪
化

が
継

続
・

医
療

・
検

査
体

制
の

強
化

や
感

染
防

止
と

社
会

経
済

活
動

の
再

開
を

両
立

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

現
状
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②
人

口
減

少
や

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
を

見
据

え
た

施
策

の
転

換

〇
今

後
の

人
口

減
少

を
見

据
え

た
公

共
施

設
ス

ト
ッ

ク
の

適
正

管
理

・
今

後
の

老
朽

化
対

策
費

の
増

加
も

見
据

え
た

公
共

施
設

等
の

必
要

性
の

精
査

と
保

有
総

量
の

圧
縮

〇
社

会
経

済
情

勢
の

変
化

等
に

的
確

に
対

応
す

る
た

め
の

施
策

の
転

換
・

年
齢

だ
け

で
一

括
り

に
施

策
の

対
象

と
す

る
こ

と
の

見
直

し
・

高
齢

化
の

進
展

等
に

伴
い

，
経

費
が

自
然

に
増

加
し

て
い

く
施

策
の

あ
り

方
の

見
直

し
・

時
代

に
見

合
っ

た
自

助
・

共
助

・
公

助
の

役
割

分
担

の
精

査
,見

直
し

(ソ
ー

シ
ャ

ル
ビ

ジ
ネ

ス
の

活
か

し
方

等
)

・
実

施
か

ら
相

当
な

期
間

が
経

過
し

て
い

る
事

業
の

必
要

性
の

検
証

と
サ

ン
セ

ッ
ト

化
の

更
な

る
推

進
〇

国
と

連
携

し
た

行
政

の
デ

ジ
タ

ル
化

の
推

進
に

よ
る

市
民

の
利

便
性

の
向

上
と

事
務

の
効

率
化

・
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
を

踏
ま

え
た

行
政

手
続

き
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

に
よ

る
事

務
の

効
率

化

①
将

来
の

担
い

手
・

支
え

手
を

増
や

し
，

ま
ち

の
活

性
化

や
税

収
増

加
に

つ
な

げ
る

重
点

施
策

〇
特

に
子

育
て

世
代

，
若

年
層

が
住

み
や

す
い

ま
ち

づ
く

り
と

効
果

的
な

対
外

ア
ピ

ー
ル

・
本

市
の

充
実

し
た

子
育

て
支

援
施

策
の

P
R
，

子
ど

も
医

療
費

助
成

な
ど

必
要

な
施

策
の

充
実

と
効

果
の

点
検

・
住

環
境

の
整

備
と

働
く

場
の

確
保

に
よ

る
職

住
近

接
の

ま
ち

づ
く

り
〇

京
都

の
強

み
を

活
か

し
た

魅
力

の
あ

る
強

い
経

済
の

再
生

と
構

築
・

新
た

な
用

地
・

空
間

の
創

出
，

景
観

と
強

い
経

済
の

両
立

，
戦

略
的

な
企

業
誘

致
，

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
な

ど
に

よ
る

リ
ス

ク
に

強
い

重
層

的
な

産
業

構
造

の
構

築
・

地
域

企
業

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

，
IT

・
Io

T
な

ど
先

端
産

業
と

伝
統

産
業

の
融

合
に

よ
る

京
都

独
自

の
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

シ
テ

ィ
の

推
進

〇
担

い
手

・
支

え
手

確
保

の
ウ

ィ
ン

グ
を

広
げ

る
取

組
・

学
生

の
市

内
企

業
へ

の
就

職
促

進
・

高
齢

者
が

元
気

に
活

躍
で

き
る

ま
ち

づ
く

り

改
革
の
重
点
項
目

厳
し

い
財

政
状

況
の

中
，

見
直

し
に

よ
り

財
源

を
再

配
分

施
策

の
前

提
の

変
化

に
的

確
に

対
応

し
,新

し
い

時
代

に
向

け
て

改
革
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③
財

政
構

造
（

収
支

バ
ラ

ン
ス

）
を

改
善

さ
せ

る
た

め
の

財
源

の
確

保
，

財
源

の
再

配
分

〇
保

有
資

産
の

徹
底

的
な

活
用

と
税

外
収

入
の

確
保

・
遊

休
資

産
の

売
却

・
貸

付
等

に
よ

る
民

間
活

力
を

活
用

し
た

財
源

確
保

・
京

都
ブ

ラ
ン

ド
を

活
か

し
た

ふ
る

さ
と

納
税

や
ネ

ー
ミ

ン
グ

ラ
イ

ツ
等

の
確

保

○
受

益
者

負
担

の
適

正
化

・
公

共
施

設
等

に
お

け
る

受
益

者
負

担
と

市
民

負
担

の
バ

ラ
ン

ス
の

あ
り

方

・
所

得
・

資
産

の
状

況
を

踏
ま

え
た

負
担

と
給

付
の

あ
り

方
の

見
直

し

○
高

い
施

策
水

準
や

京
都

の
強

み
を

持
続

す
る

た
め

の
新

税
・

超
過

課
税

等
の

課
税

自
主

権
の

積
極

的
な

活
用

○
地

方
交

付
税

の
必

要
額

の
確

保
（

国
へ

の
要

望
）

，
府

市
協

調
の

更
な

る
進

化

〇
国

や
他

都
市

の
水

準
を

上
回

る
施

策
の

点
検

・
見

直
し

・
交

付
税

措
置

の
な

い
独

自
事

業
の

あ
り

方
の

見
直

し

・
事

業
実

施
(ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
)よ

り
も

事
業

成
果

(ア
ウ

ト
カ

ム
)を

重
視

し
た

施
策

の
点

検
・

見
直

し

○
民

間
活

力
の

最
大

限
の

活
用

と
効

率
的

な
執

行
体

制
の

確
立

〇
投

資
事

業
の

徹
底

的
な

選
択

と
集

中
に

よ
る

将
来

負
担

の
圧

縮

・
事

業
着

手
時

に
市

債
の

償
還

費
も

含
め

た
中

長
期

の
市

民
負

担
の

徹
底

し
た

事
前

検
証

今
後

も
高

齢
化

の
進

展
に

伴
い

，
社

会
福

祉
関

連
経

費
は

増
加

す
る

一
方

で
，

国
の

「
骨

太
の

方
針

」
の

下
で

，
地

方
交

付
税

を
含

む
一

般
財

源
収

入
の

大
き

な
増

加
を

見
込

む
こ

と
は

で
き

な
い

た
め

，
例

え
ば

交
付

税
措

置
が

な
い

あ
る

い
は

他
都

市
水

準
を

上
回

る
施

策
を

見
直

し
，

そ
の

財
源

を
よ

り
公

的
支

援
の

必
要

性
の

高
い

施
策

へ
再

配
分

（
振

替
）

し
て

い
く

と
い

う
視

点
が

更
に

重
要

に
な

っ
て

い
く

財
源

を
よ

り
必

要
性

の
高

い
も

の
に

再
配

分
(振

替
)す

る
た

め
の

歳
出

の
見

直
し

や
受

益
者

・
市

民
負

担
の

適
正

化
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参
考

－
京

都
市

の
財

政
構

造
の

現
状
と
今

後
，
必

要
と
な
る
財

政
構

造
の

改
善
（
イ
メ
ー
ジ
）

支
出

＝
収

入
（

歳
出

水
準

は
大

幅
に

低
下

）

支
出

＝
収

入
（

目
指

す
べ

き
姿

）

　
＜

財
政

構
造

の
現

状
＞

＜
今

後
の

財
政

構
造

の
改

善
方

策
＞

支
出

＞
収
入

【
支

出
】

現
在

の
水
準

を
維
持
す

る
た
め
に

必
要

な
支
出

【
支

出
】

歳
出

水
準
は
大

幅
に

切
り
下
げ

【
収

入
】

市
税

（
市
民
負

担
）
等

【
収

入
】

現
在

の
水
準

の
市
税
（

市
民
負
担

）
等

の
収
入

＝

国
基

準
を
上

回
る

施
策

す
べ
て

の
廃
止

【
支

出
】

時
代

に
即

し
た
施
策

へ
の
転
換

見
直

し
た

財
源
の
一

部
を
活
用

し
，

重
点

施
策

を
充
実

【
収

入
】

市
税

（
市

民
負
担
）

等
＋

重
点

施
策

に
よ
る
収

入
増
加

施
策

の
見

直
し

＝

収
入
の

増
加

こ
の

ま
ま

公
債
償

還
基
金
の

取
崩

し
を

続
け
た

場
合

（
公
債

償
還
基

金
は

枯
渇

）

重
点

施
策

中
長
期
展

望
に
立
っ

た
行

財
政
改

革
の
実
施

し
た
場
合

（
持

続
可

能
な

財
政
運

営
）

公
債

償
還

基
金

の
計
画

外
の

取
崩
し

に
よ

り
不

足
す

る
収
入

を
補

て
ん

(
将

来
世

代
へ

の
負
担

の
先

送
り
)

一 部 を 重 点 施 策 に も 再 配 分
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＜
「

中
長

期
展

望
に

立
っ

た
行

財
政

改
革

の
重

点
項

目
」

前
回

か
ら

の
修

正
点

＞
１

枚
目

○
中

長
期

展
望

に
加

え
て

，
本

市
の

「
現

状
」

(収
支

バ
ラ

ン
ス

の
不

均
衡

等
)を

追
記

○
中

長
期

展
望

の
②

に
つ

い
て

，
公

共
建

築
物

だ
け

で
な

く
「

都
市

イ
ン

フ
ラ

」
の

老
朽

化
に

つ
い

て
も

言
及

２
枚

目
～

○
改

革
の

重
点

項
目

の
柱

立
て

を
修

正
［

前
回

］

①
生

産
年

齢
人

口
の

回
復

に
向

け
た

重
点

投
資

②
上

記
に

重
点

化
す

る
た

め
の

，
右

肩
上

が
り

の
人

口
増

加
を

想
定

し
て

い
た

時
代

の
施

策

の
転

換

③
高

い
施

策
水

準
や

京
都

の
強

み
を

持
続

す
る

た
め

の
課

税
の

あ
り

方

［
今

回
］

①
将

来
の

担
い

手
・

支
え

手
を

増
や

し
，

ま
ち

の
活

性
化

や
税

収
増

加
に

つ
な

げ
る

重
点

投
資

②
人

口
減

少
や

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
を

見
据

え
た

施
策

の
転

換

③
財

政
構

造
（

収
支

バ
ラ

ン
ス

）
を

改
善

さ
せ

る
た

め
の

財
源

の
確

保
，

財
源

の
再

配
分

○
改

革
の

重
点

項
目

②
に

「
デ

ジ
タ

ル
化

の
推

進
」

を
追

加
○

改
革

の
重

点
項

目
の

③
を

財
政

構
造

(収
支

バ
ラ

ン
ス

)の
改

善
に

向
け

た
取

組
に

修
正

し
，

歳
入

歳
出

両
面

か
ら

必
要

な
今

後
の

改
革

項
目

を
追

加
４

枚
目

○
参

考
資

料
と

し
て

，
今

後
必

要
と

な
る

「
財

政
構

造
の

改
善

イ
メ

ー
ジ

」
を

追
加
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